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・大正３年　2B-3　砂防修繕工事関係書類（明治45年から大正３年）
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18）牛伏川砂防工事沿革誌編纂関係などの文書（松本市博物館寄託予定文書）

※上記行政文書のデジタル画像は添付したDVDに納めている。



― 157 ―

 

編集にご協力を頂いた皆様（敬称略）

牛伏川階段工完成100周年記念実行委員会（委員長　古幡進一内田地区町会連合会長）
国土交通省北陸地地方整備局松本砂防事務所
長野県建設部砂防課、松本建設事務所
松本市（建設部、教育委員会）
長野県立歴史館（文書、図面撮影及び引用）

執筆依頼者（敬称略）
笹本　正治　（長野県立歴史館館長）
後藤　芳孝　（松本市文化財審議会委員）
西本　晴男　（元筑波大学教授，（株）東京建設コンサルタント）
加藤　輝和　（牛伏鉢伏友の会）
蒲原　潤一　（国土交通省）
井上　公夫、中根　和彦　（一般財団法人　砂防フロンティア整備推進機構）

調査参加、写真提供、レポート作成等協力者
中山　幹英　（長野県砂防ボランティア協会）
中島　福実、三沢　明男、武田　昌彦
アジア航測株式会社、信濃毎日新聞社

編集者：土木・環境しなの技術支援センターの構成メンバー（所属は平成30年度時点）
小西　純一　（信州大学名誉教授）
大上　俊之　（信州大学工学部）
古本　吉倫　（国立長野工業高等専門学校）
松下　英次　（国立長野工業高等専門学校）
熊谷　圭介　（長野大学環境ツーリズム学部）
有賀　良夫　（（株）みすず綜合コンサルタント）
宮下　秀樹　（（株）守谷商会）
中嶋　孝満　（（株）長野技研）
小口　雄平　（悠環境事務所）
宮澤　洋介　（北陽建設（株））
八幡　義雄　（（株）長野技研）
高藤　亨仁　（（株）みすず綜合コンサルタント）
服部　秀人　（服部農園）
石井　杉男　（鹿島建設（株））
田代　幸雄　（日本クリーンアセス（株））
落合　一視　（元総合建設会社勤務）
赤井　静夫　（（株）北信ボ－リング）
塩野　敏昭　（（株）北信ボ－リング）
小野　和行　（日本綜合建設（株））
塩入　信一　（国土防災技術（株））
市岡恵利子　（長野県）
尾畑　和彦　（三共技研（株））
宮島　邦彦　（（株）サン環境計画）
青木　勉　　（川崎地質（株））
山浦　直人　（（株）千代田コンサルタント）



― 158 ―

編集にあたって

明治から昭和初期にかけて長野県の産業の発展を支えた社会基盤が今もなお、その役割を果たし続けてい
る。鉄道、道路、発電所、そして治水、砂防など、地域の歴史や文化とともに歩んできた土木建造物は技術
的評価、歴史性から土木遺産と評価される。その社会基盤整備の中でも大きな役割を持ったのが防災工事で
ある「砂防施設」で、牛伏川の砂防工事は、その代表格である。

牛伏川砂防施設を代表する「牛伏川階段工」は、その砂防技術の高さと周辺との調和に優れていたことが
評価され、平成14年に国登録有形文化財となり、平成23年には砂防施設としては全国で２番目の国の重要文
化財に指定された。

階段工の設計思想は、内務省技師池田圓男が内務省から欧州に派遣され、その際に入手した図書にあった
フランスのサニエル渓谷の工法を参考に指導したとされるため、フランス式とよばれるが、階段工は、単に
フランスの事例を模倣したのではなく、池田圓男の詳細な設計指導現場における高い施工技術との結合が産
んだ砂防技術の成果であることをわすれてはならない。

そして、階段工は明治19年以降30年余に及ぶ積み重ねが生んだ牛伏川砂防工事における技術の総結集でも
ある。そのことは牛伏川砂防全体を知ることで、初めて理解できる。

本書は、牛伏川階段工完成100周年の節目にあたって、なぜこのような砂防工事を行うことになったかと
いう歴史、どうやってこの工事を実現できたかという技術、それを推進した技術者、人物などを視点におい
てまとめようとした。

第１章では、牛伏川の歴史から砂防工事に至る概要、階段工のモデルといわれるフランスの近代砂防との
関連考察、重要文化財申請時の評価などをまとめた。

第２章では、長野県立歴史館が所蔵する牛伏川砂防工事に関する歴史文書から、牛伏川砂防や階段工に関
する史料を紹介した。加えて本年度地元に残されていることが判明した文書についてもその一端を紹介した。

第３章では、牛伏川砂防について、渓流毎、施設の特徴や史料からの考察などをまとめた。これまで唯一
詳細な研究調査をまとめた報告書とされる「松本砂防のあゆみ :信濃川上流直轄砂防百年史」（1979年）をも
とに、その後に明らかになった点などを加筆修正した。

第４章では、牛伏川砂防について現在的な視点から、技術的な分析を行った研究結果や新しい機器による
えん堤調査、地質水質調査結果、林相転換事業の到達点などを紹介した。

第５章では、現況での評価と今後への課題、期待をまとめた。
また、付録として　歴史文書など史料のデジタルデータをDVDに編集し、添付した。

以上のように本書は牛伏川砂防について、現時点での調査研究成果を編纂するとともに、他方で原史料を
できるだけ編纂することとした。それは、牛伏川砂防のすべてをまとめるには、まだ多くの時間と調査研究
の積み重ねが必要であるからである。

本書はその意味で最終結果の報告書ではなく、今後への足がかり、活用されることが編集の目標でもある
ことから、報告書の不足の点、至らぬ点等につきましては、忌憚のないご意見を頂けますようお願いすると
ころです。

結びにご多忙のなかご協力いただいた執筆者の皆様、また現地で調査などに参加いただいた皆様に心より
御礼申し上げます。

加えて本書の刊行に際して助成を頂いた大成建設自然環境歴史基金に感謝申し上げます。

 平成31年１月　編集責任者　山浦　直人
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